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「生態系被害防止外来種リストの見直しに係る検討会」 

の設置及び令和５年度第１回会議の開催について 

 

○2023（令和５）年 10月 27日（金）に「生態系被害防止外来種リストの見直しに係る検討会」が設

置され、令和５年度第１回会合が開催された。検討会委員は別紙参照。 

 

○同リストは、「外来種被害防止行動計画」と同じく、愛知目標（2010（平成 22）年 10月採択）を契

機に、環境省及び農林水産省が 2015（平成 27）年３月に作成・公表したもので、法規制の有無に関

わらず、侵略性が高く、我が国の生態系への被害が懸念される外来種 429種類が、侵入・定着状況及

び対策の方向性・優先度に応じて以下のカテゴリ区分により整理、掲載されている。 

＜カテゴリ区分＞ 

 

 

          

 

                       

 

 

          

 

                         

 

                         

 

 

             

 

※同リストの正式名称は「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」。通称は

「生態系被害防止外来種リスト」。以下、「リスト」とする。 

 

○令和５年度第１回検討会では、見直しの作業方針について議論がなされ、概ね以下の趣旨のご意見

を頂戴した。 

・各外来種による現状の被害状況等を鑑み、掲載種とそのカテゴリ区分について的確に見直すべき。 

・カテゴリ区分の各名称から想起する取るべき対策のイメージと実際の取るべき対策が一致せず、具

体的な行動を誘起させづらいため、名称変更すべき。 

・地域により異なる定着状況を把握できるように情報整理すべき。 

令和５年度第２回検討会ではこれら意見を踏まえて作業方針を確定。以降２年半かけてリストの見

直しを行い、2025（令和７）年度末を目処に改定リストを作成・公表する見込み。 

 

  

資料１－１ 

侵入予防外来種 

その他の定着予防外来種  

総合対策外来種 緊急対策外来種 

重点対策外来種 

その他の総合対策外来種  

産業管理外来種 

定着予防外来種 
未定着 

定着 

産業利用 

未侵入 

産業管理外来種 

被害大／対策易 

被害大／対策難 
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（別紙） 

生態系被害防止外来種リストの見直しに係る検討会 名簿 

 

 

（五十音順、敬称略）  

 

氏  名 職            名 備  考 

安部 哲人 日本大学 生物資源科学部 教授 
植物生態学、島嶼

生態系保全 

石井 実【座長】 

大阪府立大学 名誉教授 

地方独立行政法人大阪府立環境農林水産総合

研究所 理事長 

昆虫学 

石橋 徹 いのかしら公園動物病院 院長 
両生･爬虫類学、飼

育 

岩崎 敬二 奈良大学文学部地理学科 教授 海産無脊椎動物学 

小林 達明 千葉大学大学院園芸学研究院 教授 再生生態学 

川上 和人 

国立研究開発法人森林研究・整備機構森林総

合研究所 野生動物研究領域 鳥獣生態研究

室 室長 

鳥類全般 

中井 克樹 滋賀県立琵琶湖博物館 特別研究員 
魚類学、陸産・陸

水産無脊椎動物学 

西田 智子 

国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研

究機構 総括執行役 兼 西日本農業研究セ

ンター所長 

農業雑草、リスク

評価 

細谷 和海 近畿大学 名誉教授 
魚類学、保全生物

学 

亘 悠哉 

国立研究開発法人森林研究・整備機構森林総

合研究所 野生動物研究領域 鳥獣生態研究

室 主任研究員 

外来種インパクト

評価、外来種管

理、人獣共通感染

症リスク評価 

 

 


